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　　　　　　　　　1　まえ が き　　 　 ・

　新生児生下時体重が，人種 に よっ て相違 して い るとい

うこ とは ， 従来 か らも 度 々 い われ，立証 さ れ て き て い

る．しか し乍ら， こ れ らの 相違の 由来す る基礎因子 とし

て，単に 人種的相違で あ る と云 つ て 片付けて 了う訳 に は

い か な い ．こ れら相違は ， 人種に起因 す る生物学的要因

も 重 要 であ る が ，叉，一
般的環境 の 妊娠 に 与え る影響 も

著し く重大であ る と もい われ て い る
2）．　実際 に，一

般環

境を全 く均
一

に した場合，人種聞 に どの 程度の新生児生

下時体重 に於 け る差異が 見 出 され る も の で あ る か は 興 味

を呼ぶ問題 で あ る，

　従来か ら，新生児生 下陦 体重 に就い て は，内外多数の

調査研究者 に よ つ て 報告 され て い るが ， 日本 人 で 3，000

g
”・）5 ）9）11 〕 ’2） 14 ）LE ） 19）

内タト， 米 白人 3
，
400　 gl）2） 内外， 米黒

人 3，20091 》212 ］e〕
内夕卜等が正 常 な新生児の 平均生下時依

重であ る と考えられ る．N ，中国人 に 於 い て も，北 京 で

の 3
，
10091s ）

内外，
．上海での 3

，
200　 g

’
　
「SP内外と した 報告

等 も 見られ る．

　我々 は ， 最近 ，
口 本入 の 新生児 生 下時体重が増 した の

で は ない か との 叩象を ， 日常 ， 折に触れ て受 サ るの であ

る．即 ち ， 3，000g を超過す る も の の 方 が は る か に多 い

よ うに 思われ る．男児に於 い て は勿論 ， 女児 に 於 い て さ

え，3，000g を超過す る児の 方 が む し ろ 多い よ うに感 じ

るの であ る．果 して ，笑際 に ， 如何であろうか とい うこ

とを確認 し， 生下時体重が増 した とい う事実を立証す る

こ とが こ の 調 査 の第 工 の 目的 で あ る t そ して ， 更 に，そ

の新生 児生 下時体重 の 変動が ， 果 レて何 に起因す る もの

であ ろ うか とい う こ とに 関 す る追求 を試 み る こ とが こ の

調査 の 第 2 の 目的であ る，

　　　　　　∬ 　調査 の対照及 び方法

　昭和 22年 か ら昭和33年の 聞の エ2年間 に，我 々 長崎大学

医学部産科婦人科学教室臨床に於け る入院分娩 に よ る出

生 児総数 5，148 の うち，多胎 ・奇型 及 び更 に 体重記載末

明確
・
在脚 胡間判定不 能の もの を除 い た4，670 児 を 以 て

対照 とレた．こ れは，出生児総数 の 91％に当 る．

　今回 の ，こ の 謂査の 資料 として は，そ の うちの 妊娠第

39遡，第40週，第41週，第疂2週の い ず れ か で出生 した 児 ，

所謂満期産児の み を以て した．こ れ らの 満期産児は，調

査 対照総数 の 76％ に当 る 3，560 児であ る．

　第1 表は ， 調 査 対照 の 年次別詳細である。即 ち ， 男児

対照総数2，
448 児巾 の 1，863児 （76％ ）， 女児対照総数

2，222 児 中の 工．69丁 児 （76％），が以下報告する調査成績

の 資料 と な つ た．

　尚 ， 昭1’n　34年の成績 も， 速報の 意昧 を 以 て ，
こ の 報告

に 附加 した．昭和34年は，出生児総数 609，そ れ に 対 す

る 調 査 対
’
照 は 94％ ，　5T6児，更 に 調査 対照 に 対する 満期

産児は80％ ，
462児である．昭和 34年 を加えた13年聞の

出生児総数5，757，　諱周三査対照5巳数5，246　（9ユ％）　であ り，

満期産児 は 4，022 で 調査 対 具蛋児総数 に対 して やは り76％

に当つ て い る．

　我 々 の 処の満期産率 は ， 男児 ， 女児共に ， 76％ とな っ

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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全 分 娩5／48 に 対 し て 91％
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　le 新 生 児生 下 吋体年の 扛移の 頽略
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昭 零暗35年 7 月　1　日 佃 　 居 他 1307…−23 ：工

ち，昭和26 ， 27亠ド頃より男児，女児共 に 高値 と冫な り， 昭

1和28年 か ら昭和 30年 に か けて ，漸次横這い の 傾 向をた ど

る に 至 る。り
『
児 ， 女 児共，最も低 い 値 L

’示 した 昭 和 25年

に対 して ， 貼 和 29年 以後はすぺ て ，平均値 の 差 の 快 定に

方 い て有意差を 以 て，そ め体y．の 増旦を認め る こ とが出

来 る の は 勿論 で あ る が，昭 和22〜25｛1の 4F 間 を一
括 し

た 4年副単位 の 平均新 生 児生下時14誼を基準 と して そ れ

以 降の 各 ／三次 の 平均値 と比較検討す る場合 も，ガ児 に 於

ヤ、て は 昭 和29年以 降の 各年次 ， 女 児 に於 い て は li冒和 30年

以陰．（昭和 33年を除 く）の 各年次の すべ て は，平均値の

差の 検定 を行 い ， 有意差 を以 て ，体 五増加の 者 し く大で

あ る こ とが 認 め ら 乙 る．即 ち，最 近 の 新 室児9 ・下 時 体重

の増加は明白な芽実であ る こ とが 確認 され ｝c の である．

　　　IV 　新生 児生 下時体重増加の 要因検討

　新 生 児 生 下 時 体重 は ， 人種 ， 風 土 ， 季節 ， 新 生 先 つ

性 ， 妊娠 の期閻，母俸の 年令，醇 体の 終産回数，母 体の

妊娠時栄養，父母特に母体の 体格，体貝，持 にそ の 体lf：

と身長，其の 他父母特に 母の 桂会的経済的環境等に も関

連 す る点を 充 分 に 副 蔽せ ねばな らな い と云われ て い る．

　 こ の 調 査成續
’
コ閉 し て も，少 く とも，母 体 の 年 令 ， 母

体の 経童回数 ， 母酢の栄養，母体の 体格横 L 就 い て は ，

充 分1一検討を加 え る必要があ る と考 え る．

　 1。 分娩時 母体 つ 年令

　
一
般 に ， 母体の 矛娩時勾令済向 くな る に従 つ て ， 丿 女

児去 ， 満押 藍 児 の 生 下時体重 は ブくに な る攸 同 ガ あ る と云

われて い るが
：）s）1“ 13 ＞，第 3表に示 す如く，本 調査資料

の 年次別分娩時母 本年令分布 の 変動は極 く少 く且 っ 不規

則 で t る，こ の よ うな 年令分布が ， 生下時体重平均値 に

第 3 《 　年 令 分 雁 （年 次 別 ）
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影響を及 ぼ し，新 kYdk下時体吼増加の 著明，よ 傾向を作

つ た 原因 の
一

部でち る と〔。、考 え られ な い ．

　2。 分娩 il寺母体 の 経扇 ．］数

　
一
般 に ， 母体 の 分娩時 に 於ける経産日 数 が大 に な る

程，男，女 b一共 ，満期産児 の 生 下時体 下 が 大 に な る 傾 同

であると云われ て い るが
2）1］］’・”）’”｝19 ），弟 4 表 の通 りの 本

絅査資料 に 於 ける牛 次別分娩時母体締 1 凵数分布 で あ

り，こ の 分 布の 年次別変 動 は 小であ り，そ の 上 不規則で

あ る 4 こ の よ うな 経産 匚］数分布 が ，⊥下時体重平均値 に

膨響を与 え ， 新k 児生 下時体重増加 の 茗明な 繍 可企作 つ

た原因の
一

部 とも 考え られ な い 。
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　 3。 妊娠時厚体の 栄養の 門遺

　国民栄 食 調査 （厚上名）山和 21年〜31乍
6》

の 示す とこ

ろ に よれ ば，戦後当養折販状況は 次第 に ［腹 ，向上 して行

く
・一
般的 傾 向を 示 して い るが ，

目
刀

相27年 よ りは動物性 と侵

白貰の 篇蚕自貴 に 討す る比 が 30％ を 越 え，理 想 的 ン 払 蟹

蛋 旧 質構成 の 廾咳に 近付い た こ とが 児出 され．る．こ の デ喚

は ，戦 前 に 屯 ま さ る 傾 向 でち る ．交 昭 和25，26年頃 よ り

は ， 熱量 ， 総張 出 質　粟取 ユ の 回復ち カ11．．摩止 顕
「
　 ，

横這 い の 炉肖を維持す る L 手 つ た ．特 に 　虫 白質1叭我前

を ト廻 る か とも考え ら 紀， 　丸 モ屯戦揃
JE
　crメ つ 水準 とな つ

た．こ れ らは
一

括，弟 2 図 の 承 す と こ ろ で あ る．ズ カ ル

シ ウ ム 摂取 互 は，必 而 g とい わ れ て い る llg に は 禾だ程

途い が ， そ れ で も，昭和 27〜31 年は 昭 禾021〜26 年の 約

1．5で窩へ ら 2倍の摂取⊥ ．を κす 硅伸 び て い る （S3工…（全

同） 379n19）．

　こ れ らの 煩 向 は ， 本 調．査の 新 上児生下目寺材重 の 項大傾

向 と。 トらずも
一

攻 ， ネ目「
L
’
じ る現象であ る．

　我 k の 調査資料の 環 境 を 形成す る長崎只 の 平均人 養摂
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1’
推移 と 1− d，Lい て 艮 厂婦 誌 12卷 8号
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一一
毳
．
菷 ，、 、、 ，識 「 銃 計 齧≒3 ず

　 　 司

ll
．
一一，1暢 ま，第 2 図 に 示 す 市 部 平 均 の 値 と略？” 同 じで あ

り，よ く似，辷．傾向を 示 して 来 て い る こ と を以 てす れ ば，

丹 本の 忌 販栄養或 は 妊娠時栄養の 改＃の 戸われ とい う．眠

／1　
1
逃 しに して，こ の 最近の 新 生 先生 下囗潤 唯到 加 の 侮

向証論 す る こ とは 出来 な い の で ぽ な い か と考 え ろ．こ の

点 ， 更 に 詳細な探究 ξ 期すもの で あ る
3）．

　4。母体の 体正 と新生 児生 下 日コ 俸重 （そ の 1 ）

　Xr生 児 生 下 時体重 と母体 の 体格要素 との 関連 の うち

で ， 最も1目「k 丿が 高い と ttれ て い る もの は ， 母親 の 体ー と

新生児生 下11寺体重 との 関係で あ る
T），

　第 3 図の 如 く ， 我 々 の 訓4 成祠 ごは，生 下陦体薫 が充

分 に回 復麦定 し始 め た昭羽 27年頃 び らは，母体 の 体重 に

応 じ た 新彑児た 下 馬 体 屯の 傑少 ず つ 乍 らの 変 勁 が 見 口

る．艮1」ち， 分娩 9sの N個体里 と新生児 生 下防 体至 とは 正

の 関係 に相心 丿て い る こ とづ 認め られる．しか し乍ら，

こ の 嗣 査 に 於け る駈 和22 ， 23ヰ か らの 平均新生 児 生 下 ll寸

休 工 の 激 しい 変動が ，資料 とな っ え 児 の 母 体の 体玉 の 変

動 つ み に依 る もの ではない とい う こ とて 第 3国 は ＼ すも

の と考 え る di

　 5． 牧彼 の 国民体位 の 麦酌

　年令別 に 見れ ば ， 第
』
2 次努葛 目に該 ヨ 」

‘
る年令層では

戦後非ず隠二 本泣 の 向上 ，t　J
−
Lて い る とい う現1犬で あ る．即

ち， 発百期 ご 侵近 に迎えて い る屠程向上 力 著 しく。こ れ

に 更 して ，昂 2 次 ピ背期 を約 IG 年余前辺 に 迎 ん て い る 現「

午 娠分 娩該ニギ 令冒で1・S全然向⊥ を．見て い な い 現状であ

る （貯
「一

、−1 門』こ よる
）

）。こ れ ら転弟遜 図の 爪 す とこ ろ

で あ
 
曾
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『

　身J．
　i．こ於い て 、よ， 16才頃以下、二は 増加 の 傾向大で あ る

が，虹 ＿、分娩該当年令層では 」凵ヴ
r

土殆ん どな い 。

　特 に ｛＃重 i，L 於い て は，16／頃 以 Fには 増加 の 質1 メ大

であ る が ， 濯娠 分虻 亥当年令層では 増加 は ／．Rい ．む しろ

若干抵下 して い るllr向と え
一

部 に兄 られ る．

　
一

敷的 に ， 成 年層では ，戦後も身長， 体 甫　特夙の 表．

動を見 て い な い ．ぎしろ，II召和 2D年前 艇 、＿第 2 次 発育共亅

を迎 え 1こ と考 え られ る最近 の 嫐
〒｝娩該当年令層で』平

均体二 ．）低 下 の 圓 q さ λ 認 め られ る。

　現 に，拆⊥ 児 の 生 下時 体 テ は 畢芙増加 して 来 てい る

が ，／l1在の 妊娠 か娩該当 ド令眉は 決 して体重．曽〃 。こ．見 て

い な い ．よつ て ， 新 生 児生 下 瞬 体 重 の 回 硬 ， 更 に増加 の

穐 向 者軛 な る こ とが，母 1・ドの 体重型加．材
“
｛Eの 向上 に1ト

つ て 起 つ ぺ 現遼であ る と速断 ざ れ待な い 、一一
般秉 件 を見

る時，
“
、

・は り ， 朱養摂取状況の 好転が d 下ir∫体至 口 復，

好転の 原 囚 と して は 蘭亘 が 大 で あ るこ とを 想 定 させ る の

であ 1　 2）e
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　6． 母体の 体重 と新生児生下時体重 （そ の 2）

　 しか し乍 ら，既述 の 如 く母体体重 と新生 児生下時体重

とは関係な し とは しな い ．即ち，柾会 経済状況や 栄養摂

疎 状況が 向上 し安定 して来 た と見 られ る昭和 27年頃以降

か らは，母 体 体 重 と新 生 児 生 下時 体 重 とは 比 例 して 行 く

・ ・で あ ・．既 轟綴纛鸛）
一 （

♂　0噛056母弓
♀　 鱒055§野）

．と一
定 の 値 を示 すこ とは第 5図の 示 す と こ ろ で あ る．即

ち，重い 母親 ， 要言すれば，体格 の 炭い 母体 か らは重 い

生 下峙体重の 児 が 生 れ易い とい う傾向は否定 し去 る訳 に

は い か な い ．勿論，他 の 諸要因の 橘つ て い る 限 りに於い

て は ， 母体体重 の 新生 児生 下時体重 に 及 ぼ す意義 も高 く

考 慮 されねば な らない ．

ID．05B　一

，O．057．

　 　 　 　 　 　 生 下 時 体 重
第 5 図
　　　　 母 の 体 重 　（分娩 前）

1α056

．ασ55o

．0541

，　・．・53
一　 　

顎 重，プ，、，　 、4
・
25 ，、

・
，72 ， ，， ，け 3233 毳

　　　霧

　尚 ， 16才頃 以 下 の 国昆体位 が 向上 して来 て い る こ と

は ，既述の 通 りで あ る が，現状の 栄養摂取状況や 桂会状

況其 の 他妊娠 を 取巻 く諸要因 が 惡化 に 向 うこ とな く充 分

に 夊 は そ れ以 上 に維持 され て 行 くと仮定すれ ば，現 在 の

年 少層が妊娠分娩該当年令層を形成 す る数年乃 至 は 約10

年後に は ， 更 に こ の 上，新生児 生 下時体重に於け る若下

：の 増 量 も 見 られ 得 るか も知 れ な い ．事実，現在 の狂娠 分

娩該当年令層は ， 主 と して ， 第 2 次 発育期 に国民体位 の

最 も低い 時期 を形成して き た人 々 な の であ る。

　　　 V 　新生児生下時体重の 推移の 大勢

　　　 （特に 諸報告と の 比較関連に 於 い て）

　 日木人新生児生下時体重に就い て は ， 従来か ら多 くの

報告を見 る こ とが 出来 る
d｝5）9）11 ）12 ）14 ）16 ＞19 ）．そ の 主 な もの

を 以 て ， 我々 の 調査成績 と照合 し検討 した．

　昭和 7年頃よ り，日赤 ，東大，岡 山 大
19 ），新潟大

S ） 等

の 報告も見 るこ とが出来 る。こ れ らに 依 り ， 過去28年間

の新生児生下時体重 の 推移 の 大勢を知 る こ とが 出来 る．

第 6 図 ， 第 τ図は，男児女児別 に 年次的 に，そ れ ら を一

；括描記，通覧 に便な らしめた もの であ る．こ れ らに よつ

て ，最近 の 新生児生下時体重の増加 が 確然 と し， 日本入

3．200　

3，loo

3．ooo

2．700

2．60e

第　　 6 図
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第　　 7　　 図
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第 8 図 　過 去 35年間 の 生 下 時体重の 推移

’3

年冫父
一中 u ’

　
’”　n
　

峪 糊

毒蛾 品 ／fl
の 新生 児生 下時体重の 基準 が 若干高 い 数値 に 変 え られ な

ければならない よ うに なる の ではな い か とい う現実を見

出すの であ る．

　第 8 図 は，我 k の 4 年間単位毎 の 平均新生児生下時体

重 を小 畑氏の報告
11 ）12）と比較した もの であ る。数年毎 を

以 て
一括 1単 位 と して 体 重 の 平均値 を 求め てい る点 ， 資

料数の 多い 点 ， 信頼度も高い と考え られ る点 ， 更に そ の

昭和 21〜26年 の値 が我 々 の成績の 昭和 22− 25年の値に 近
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1310 − 234 最 近 に 於 け る 新生 児生 下 時 体 重 の 実態 と 推移 と に 就 い て 日産女帚誌 12卷 8t｝
一

似 して い る と見られ る点等は ， 過去35年閻の 新生児生下

時 体重 の 推移 を ， 我 々 の 最近12年閥 の 成績 との 関連 に於

い て 眺 め る．Eに そ の 妥当 性 を 示 す 亀 の で は な い か と考 え

る．こ の 検討 の Eで も，昭 和 26年以 降の 最近は，そ れ以

前に比べ て，1凋 らか な 体重増加現象を 認瑚 哥る。

　　　　　　　　 VI 　む す び

　昭和22年か ら33年迄の 12年開及 びFIBIII　3d年 の 我 々 の 新

生兜生下 1侍体重 の 調査成績 か ら ， 以 下 の こ とが 確認 さ

れ，叉 考察 さ れ 得 る も の であ る と考 え る．

　 （1） 最近 の新生 児生
．
ド時体重は，事実増加 し， 昭和

30〜33年の平均値 に於 い て は，男児 5，130g ± 13
， 女児

3，0凹 g 土 13を示 す に至 つ 淀 ．昭 和 34年 も ， そ れ を 裏付

り
P
る値であ る．

　 （2）　こ れ らの 値 は ，過去 ，所謂戦前に於 ける 日本入

新生 児生 下 時 陬重の 基準 を は る か に 上 廻 り s 最 も低 い 値

を 示 して 来 た 所謂戦争末期及び直後の 卿 こ 比較 して，唯

に 刈 復とい うだけの 域 に止 らず，確差 を以 て，そ の Eの

増 扣を 示 した 。

　 （3）　こ れ ら，最近 の 新 生 児生 下 時体 重 の 増加 とい う

こ の 調査 或績の 示す事実は ， 人 の最も旺 盛な成長期 の
一

つ に 当 る とい われ てい る胎内 で の 成長発育の 最大 の 要因

の 1 っ と して の 母 体 とな る べ き も の の 襲取 栄養即 ち妊嫉

時栄養の 改薄の 現わ れ とい 5 点 を 見逃 して成 立 ち得 な い

と考えられ る．

　 （4）　更 に 将 来は，国 民 体位 水準 の 向王 に 基 くぺ き影

響もこ れ に加 わ り， こ の 上 の 若干 の 新生児生 下時体重増

加 ざえも期待 され る の で は な い か と も予想 さ れ 得 る．

　 （師，三 谷 靖 教 授 の 御 指導 と 御校鬮 に 深 く感謝す る ）ノ
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